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目的

• これまで別々に研究が進められてきたE領域FAI

とF領域MSTIDを同時観測することで，両者の
結合を解明する

• 2002年8月6日夜間(SEEK-2)および2004年6月16日
(FERIX)にE領域FAIとF領域TIDの同時観測に成功

• 両者の伝搬速度の比較および電場の推定を行う



観測の概要



FAIの空間構造と伝搬(SEEK-2)

Alt.=100km

QP echo



MSTIDの伝搬(SEEK-2)

南西方向へ伝搬するMSTIDが観測される



MSTIDの伝搬(SEEK-2)

南西方向へ伝搬するMSTIDが観測される



伝搬方向の比較(SEEK-2)



磁力線に沿った比較(SEEK-2)

August 6, 2002 Beam3 (az, ze) = ( 0, 51)
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E領域FAIとF領域TIDの比較(SEEK-2)

ドップラー速度が正(赤)のとき，
大気光の変動が負になる



分極電場の発生

大気光発光強度の減少領域では
北東向きの分極電場



電場の大きさの見積もり(SEEK-2)



FERIXキャンペーン期間中の結果

June 16, 2004 15:33 UT

630 nm  Airglow Perturbation
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E領域FAIとF領域TIDの比較(SEEK-2)

ドップラー速度が正(赤)のとき，
大気光の変動が負になる



まとめ
• 2002年8月6日および2004年6月16日夜間に，E領
域FAIとF領域MSTIDの同時観測を行った

• E領域では典型的なQPエコーが，F領域では南西
方向に伝搬するMSTIDが観測された

• E領域FAIとF領域MSTIDの両者の電場が常に同じ
方向で変動することが明らかになった

E領域とF領域の相互作用の可能性
(伝搬・成長)


